
（備考）１．各経済産業局「地域別鉱工業生産指数」、厚生労働省「一般職業紹介状況」により作成。

　　　　２．変動係数（t期）　＝　地域間の標準偏差(t期)　/　地域間の平均値（t期）×100

　　　　３．地域区分は、以下のとおり。

　　　　　　鉱工業生産指数：北海道、東北、関東、東海、北陸、近畿、中国、四国、九州

　　　　　　有効求人倍率：北海道、東北、北関東、南関東、東海、北陸、近畿、中国、四国、九州、沖縄

　　　　４．地域別有効求人倍率の季節調整値は内閣府で試算。

第１－２－４図　過去の回復局面との比較

（１）鉱工業生産指数

（２）有効求人倍率
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